
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

          

 

明
治
の
土
中
同
窓
会 

旧
本
館
の
前
庭
に
「
沃
野
一
望
数
百
里
」
の

校
歌
碑
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
37
年
、

進
修
同
窓
会
結
成
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
建

設
さ
れ
た
（『
ア
カ
ン
サ
ス
』
第
13
号
〃
平
成
21

年
６
月
刊
〄）
と
あ
る
か
ら
、
本
校
の
同
窓
会
が

結
成
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
12
年
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
誕
生
し
た
の
か
。 

こ
の
時
点
で
開
校
し
て
か
ら
四
十
年
も
経
過
し

て
い
る
。
そ
れ
ま
で
同
窓
会
ら
し
き
も
の
は
無

か
っ
た
の
か
。
早
速
本
校
の
歴
史
を
知
る
上
で

欠
か
せ
な
い
校
友
誌
『
進
修
』
を
繰
っ
て
み
た
。 

〇
第
一
回
卒
業
生
て
ふ
栄
誉
と
輿
望
を
荷
ふ
の
時

に
至
れ
ば
僅
か
三
十
二
名
な
り
け
り 

あ
は
れ
こ
の

同
窓
の
人
々
は
前
世
い
か
な
る
縁
か
あ
り
け
ん 

朝

な
夕
な
共
に
楽
み
共
に
悲
し
み
同
じ
師
の
君
の
恵
に

浴
し
て
同
じ
歴
史
を
有
さ
ん
と
は 

落
下
流
水
春
行

か
ん
と
す
友
ま
た
散
ら
ん
と
す
昨
日
の
友
相
見
る
能

は
ず
昨
日
の
恩
師
仰
か
ん
に
處
を
異
に
す
さ
ば
か
り

ふ
か
き
え
に
し
の
吾
人
離
別
と
共
に
か
は
る
べ
き
に

あ
ら
ず 

こ
こ
に
旧
来
の
友
誼
を
維
持
し
師
弟
の
関

係
も
親
密
に
せ
ん
と
て
同
窓
会
を
組
織
し
ぬ 

三
月

二
十
八
日
卒
業
式
の
終
り
し
後
こ
の
事
を
議
し
丂
月

を
期
し
て
第
一
回
を
開
か
ん
と
し
中
山
酒
井
両
氏
を

幹
事
と
せ
り
『
進
修
』
第
４
号
（
明
治
35
年
９
月

刊
）
と
あ
り
、
明
治
35
年
７
月
に
第
１
回
卒
業

生
十
六
名
が
校
長
以
下
教
員
十
五
名
の
参
加
に

よ
り
、
第
一
回
同
窓
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
六

条
か
ら
な
る
次
の
よ
う
な
規
約
も
定
め
て
い
る
。 

第
一
条 

本
会
は
師
弟
の
関
係
同
窓
の
友
誼
を
保

持
す
る
を
以
て
目
的
と
す 

第
二
条 

本
会
は
土
浦
中
学
校
卒
業
生
を
以
て
会

員
と
す 

第
三
条 

本
会
の
事
務
を
処
理
せ
し
む
る
為
め
会

員
互
選
を
以
て
幹
事
二
名
を
置
き
任
期

を
一
ヶ
年
と
す 

第
四
条 

会
員
は
動
静
を
通
知
す
べ
し 

第
五
条 

会
員
の
移
動
は
雑
誌
進
修
の
紙
上
に
於

て
報
告
す
べ
し 

第
六
条 

本
会
は
一
月
及
び
丂
月
に
開
会
す 

附
則 

 
 

規
約
の
条
中
変
更
を
必
要
と
す
る
と
き

は
集
会
の
時
議
定
す
べ
し 

 

正
に
立
派
な
同
窓
会
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る

が
、
会
の
成
長
発
展
は
必
ず
し
も
順
調
で
は
無

か
っ
た
よ
う
だ
。 

〇
業
を
卒
へ
て
か
ら
、
各
方
面
に
活
動
し
て
い
る

同
窓
の
友
垣
が
一
月
と
丂
月
と
に
、
相
会
し
て
、
も

と
の
儘
の
気
兼
な
く
知
識
交
換
否
情
交
を
温
め
た
い
、

学
校
と
の
関
係
も
厚
く
し
た
い
と
組
織
せ
ら
れ
た
の

が
、
こ
の
同
窓
会
で
、
三
十
五
年
丂
月
に
第
一
回
を

開
い
た
の
を
始
め
と
し
て
、
三
十
六
年
に
二
度
、
三

十
丂
年
に
二
度
開
い
た
の
で
あ
る
。
三
十
八
年
の
一

月
は
時
恰
も
日
露
の
戦
役
中
で
、
会
員
中
に
召
集
せ

ら
れ
た
も
の
も
多
く
。
満
韓
の
荒
野
に
露
営
の
苦
し

み
を
嘗
め
て
居
る
も
の
も
多
い
の
で
、
開
い
て
も
多

く
集
ま
る
見
込
み
が
な
か
っ
た
。
で
幹
事
の
相
談
で

開
か
ぬ
事
と
し
た
。「
進
修
」
第
７
号
（
明
治
39
年
３

月
刊
）
と
あ
る
よ
う
に
日
露
戦
争
で
開
け
な
か
っ

た
時
も
あ
っ
た
が
何
と
か
会
は
維
持
さ
れ
て
い

た
。 〇

三
十
五
年
丂
月
に
第
一
回
を
開
い
て
か
ら
丁
度

八
回
に
な
る 

そ
の
間
に
著
し
い
発
達
も
せ
ず 

ま

た
多
く
の
巧
果
も
収
め
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
会
員

が
増
し
て
来
て
一
面
識
も
な
い
人
が
多
く
な
り
又
職

員
の
方
に
も
更
迭
が
あ
っ
て
勢
盛
ん
と
い
ふ
訳
に
ゆ

か
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
、
さ
れ
ど
こ
の
儘
に
お
い

て
盛
大
に
な
ら
う
か
否
衰
微
す
る
計
り
で
あ
る
。
組

織
が
面
白
く
な
い
と
い
ふ
者
も
あ
り
さ
う
だ
か
ら
今

度
の
第
九
回
か
ら
は
学
校
で
や
ら
う
。
多
年
ヤ
ン
チ

ャ
ン
を
き
め
た
旧
校
舎
に
集
合
す
る
と
い
ふ
事
だ
け

で
大
な
る
興
味
を
与
へ
る
で
あ
ら
う
。
況
や
旧
師
旧

友
に
会
ふ
と
い
ふ
事
あ
る
を
や
だ
。
ま
た
職
員
の
方

で
も
出
席
者
が
多
く
な
ら
う
。
師
弟
の
関
係
及
び
意

思
の
疎
通
に
も
よ
か
ら
う
と
い
ふ
の
で
一
月
三
日
と

き
め
た
。〉
進
修
《
第
10
号
（
明
治
40
年
４
月
刊
） 

明
治
40
年
１
月
に
は
第
九
回
同
窓
会
が
五
十

三
名
の
教
員
・
卒
業
生
の
参
加
に
よ
り
、
学
校

を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
、
本
文
七

条
、
細
則
六
条
・
附
則
か
ら
な
る
同
窓
会
規
約

が
決
議
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
卒
業
生
相

互
の
親
善
協
力
と
母
校
の
発
展
を
目
的
と
す
る

と
い
う
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
翌
年
の
明
治
41
年
１
月
の
例
会
に
出
席
し

た
卒
業
生
は
二
十
九
名
、
同
年
７
月
の
例
会
は

筑
波
山
登
山
が
計
画
さ
れ
た
が
、
参
加
者
は
十

一
名
と
い
う
有
様
、
明
治
43
年
１
月
例
会
に
至

っ
て
は
幹
事
会
の
集
ま
り
も
悪
く
、
開
会
さ
れ

て
い
な
い
。
後
、
元
本
校
校
長
の
山
口
勇
吉
氏

（
中
27
回
）
は
〇
創
立
当
初
は
卒
業
者
数
が
毎
年

四
、
五
十
名
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
同
窓
会

の
出
席
者
も
少
な
く
、
い
つ
の
間
に
か
有
名
無
実
の

も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
〈
（
『
進
修
百

年
』
平
成
９
年
11
月
刊
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

会
は
発
展
す
る
こ
と
な
く
、
大
正
２
年
、
遂
に

解
散
し
て
し
ま
っ
た
。 

東
進
会
誕
生 

先
の
山
口
氏
に
よ
れ
ば
、〇
幸
い
な
こ
と
に
、
大

正
末
期
か
昭
和
初
期
頃
か
ら
（
推
定
）
在
京
土
浦
中

学
校
同
窓
会
が
結
成
さ
れ
、
海
軍
主
計
中
将
・
武
井

大
助
氏
（
中
３
回
）
を
中
心
と
し
て
毎
年
総
会
が
開

か
れ
て
い
た
。
昭
和
十
年
六
月
二
十
日
に
は
在
京
同

窓
会
が
銀
座
の
鹿
鳴
館
で
開
か
れ
、
出
席
者
五
十
数

名
で
盛
大
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
遙
か
に
母
校
を
偲
ん

で
懐
旧
談
に
花
が
咲
き
、
和
や
か
で
盛
大
な
会
合
で

あ
っ
た
〈（〉
土
浦
中
学
校
同
窓
会
報
第
２
号
《
昭
和
11

年
１
月
刊
）
と
記
し
て
い
る
。 

誠
に
奇
妙
な
こ
と
だ
が
、
土
浦
中
学
校
同
窓
会

に
先
行
す
る
形
で
、
そ
の
一
支
部
的
な
東
京
の

同
窓
会
が
独
り
歩
き
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。 

平成２３年３月１８日 

茨城県立土浦第一高等学校 

進修同窓会旧本館活用委員会 

第３３号 

去る２月２８日，３年生３２７名の同窓会入会式が行われました（定

時制の入会式は３月１４日,２３名が入会）。日頃同窓会とあまり関わ

り合いを意識していなかった皆さんにとっては，進修同窓会入会の意

味合いをしっかりと捉えきれない部分があるかも知れません。そこ

で,今号では本校進修同窓会の「成り立ち」と，設立２５周年頃（昭

和 3７年）までの「同窓会の歩み」を紹介したいと思います。 

← 全日制の同窓会入会式 



 

 

暫
定
同
窓
会
の
結
成 

こ
う
し
た
在
京
同
窓
会
の
活
発
な
動
き
に
刺

激
さ
れ
て
、
地
元
土
浦
に
も
漸
く
同
窓
会
結
成

の
機
運
が
生
じ
て
き
た
。
昭
和
９
年
４
月
、
当

面
三
十
三
回
以
降
の
卒
業
生
を
以
て
組
織
す
る

が
、
全
卒
業
生
に
よ
る
同
窓
会
が
結
成
さ
れ
た

場
合
に
は
、
そ
れ
に
合
流
す
る
と
い
う
暫
定
的

な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
土
浦
中
学
校
同
窓
会

が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

新
た
に
定
め
ら
れ
た
規
約
の
第
二
条
に
は
「

本
会
ハ
会
員
ノ
親
睦
ヲ
図
リ
、
母
校
ノ
発
展
ニ

資
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
あ
り
、
そ
の
他

の
条
文
も
殆
ど
明
治
期
の
同
窓
会
と
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
な
い
が
、
第
十
二
条
に
「
本
会
ハ
毎

年
一
回
会
報
ヲ
発
行
シ
会
員
ニ
頒
ツ
」
と
い
う

具
体
的
な
活
動
を
規
定
し
て
い
る
点
は
、
何
と

か
停
滞
的
な
親
睦
団
体
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
す

る
意
欲
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

                  

      

進
修
同
窓
会
の
誕
生 

昭
和
11
年
、
竜
ヶ
崎
中
学
よ
り
赴
任
し
て
き

た
宗
光
杢
太
郎
校
長
は
同
窓
会
に
対
す
る
関
心

が
深
く
、
結
成
に
向
け
て
積
極
的
に
動
い
た
。〇〃

土
浦
中
学
の
よ
う
な
長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校

に
、
全
体
同
窓
会
の
な
い
の
は
可
笑
し
い
こ
と
だ
。

早
急
に
結
成
の
準
備
を
す
る
よ
う
〄
と
関
係
者
を
大

い
に
督
促
し
た
。 

翌
十
二
年
の
四
月
二
十
二
日
に
、
母
校
講
堂
で
創

立
四
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ

の
記
念
す
べ
き
年
に
全
体
同
窓
会
を
結
成
し
よ
う
と

い
う
議
題
が
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。 

か
く
て
同
年
十
月
二
十
四
日
、
待
望
久
し
か
っ
た

全
体
同
窓
会
の
発
会
式
が
来
賓
、
卒
業
生
多
数
参
列

の
も
と
に
母
校
講
堂
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
そ
し

て
会
名
を
々
進
修
同
窓
会
〆
と
し
、（
中
略
）
会
規
約

は
大
体
、
暫
定
同
窓
会
々
則
に
準
じ
、
年
一
回
の
総

会
を
四
月
の
第
一
日
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。（
中
略
）
そ
し
て
在
京
土
浦
中
学
校
同
窓
会

は
、
こ
れ
を
東
京
支
部
と
し
て
進
修
同
窓
会
に
包
含

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。〈（『
進
修
百
年
』
平
成
９
年
11 

月
刊
） 

 

こ
う
し
た
経
緯
で
誕
生
し
た
「
進
修
同
窓
会

」
だ
が
、
こ
の
昭
和
12
年
は
、
盧
溝
橋
事
件
を

き
っ
か
け
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
年
で
あ
る
。 

翌
13
年
に
は
国
家
総
動
員
法
・
国
民
徴
用
令
が

公
布
さ
れ
、
戦
時
体
制
強
化
が
進
め
ら
れ
る
と

い
っ
た
情
勢
下
で
、
同
窓
会
活
動
も
様
々
な
制

約
を
受
け
た
。
昭
和
16
年
に
は
太
平
洋
戦
争
に

突
入
し
、
教
育
の
場
に
お
い
て
も
、
皇
国
の
道

に
則
る
全
体
主
義
的
教
育
が
強
化
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
時
勢
の
流
れ
の
中
で
、
当
時
、

大
政
翼
賛
会
茨
城
支
部
の
庶
務
部
長
で
あ
っ
た

菊
田
禎
一
郎
氏
（
中
７
回
）
は
宗
光
校
長
ら
に

諮
り
、
進
修
同
窓
会
の
事
業
と
し
て
、
幕
末
の

勤
皇
思
想
家
・
佐
久
良
東
雄
の
歌
碑
建
設
を
提

案
し
た
。 

東
雄
は
真
鍋
村
（
現
土
浦
市
真
鍋
）
善
応
寺

の
住
職
で
あ
っ
た
が
、
後
に
仏
門
を
去
り
、
倒

幕
運
動
に
加
わ
っ
た
。
彼
は
和
歌
も
よ
く
し
、 

「
す
め
ら
ぎ
に 

つ
か
え
ま
つ
れ
と
わ
れ
を

う
み
し 

わ
が
た
ら
ち
ね
ぞ 

と
う
と
か
り
け

る
」
と
い
う
忠
孝
両
道
を
詠
ん
だ
。
太
平
洋
戦

争
が
日
ご
と
に
険
し
さ
を
増
す
時
局
に
、
こ
の

歌
は
一
億
玉
砕
の
戦
意
昂
揚
に
果
た
す
上
で
大

い
な
る
意
義
が
あ
る
と
し
て
、
同
窓
会
は
東
雄

の
歌
碑
建
設
を
決
め
た
。 

進
修
同
窓
会
の
募
金
を
主
と
す
る
建
設
資
金

に
よ
り
、
昭
和
19
年
４
月
に
歌
碑
は
完
成
し
、

母
校
本
館
前
に
建
立
さ
れ
た
。 

こ
の
歌
碑
建
設
は
、
進
修
同
窓
会
に
と
っ
て
、

設
立
以
来
最
初
の
事
業
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
が
、
皮
肉
に
も
建
立
後
一
年
余
で
終
戦
と

な
り
、
国
家
主
義
排
除
政
策
で
、
校
庭
地
中
に

埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。（
注
、
昭
和
29
年
、
歌
碑
は

掘
り
出
さ
れ
て
、
東
雄
に
ゆ
か
り
の
深
い
善
応
寺
境
内
に
再

建
さ
れ
た
。
（『
ア
カ
ン
サ
ス
』
第
24
号
参
照
） 

ま
た
戦
時
中
、
校
地
に
隣
接
す
る
農
地
を
な

か
ば
強
制
的
に
買
収
し
て
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
練
習

場
と
し
て
い
た
が
、
戦
後
そ
の
土
地
の
返
還
要

求
運
動
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
練
習

場
跡
の
校
地
を
確
保
し
た
い
と
す
る
学
校
を
応

援
し
て
、
同
窓
会
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
、
強
力
な

校
地
保
全
運
動
を
展
開
し
、
母
校
愛
に
燃
え
る

多
く
の
会
員
諸
子
が
尽
力
し
て
解
決
に
導
い
た
。 

昭
和
32
年
、
同
窓
会
員
の
旧
ボ
ー
ト
部
仲
間

が
中
心
と
な
っ
て
、
母
校
に
ヨ
ッ
ト
を
寄
贈
し
、

土
浦
一
高
に
ヨ
ッ
ト
部
を
誕
生
さ
せ
、
そ
の
育

成
に
努
め
た
。
こ
の
こ
と
を
機
に
、
同
窓
会
は

土
浦
一
高
の
生
徒
会
諸
活
動
の
支
援
に
も
積
極

的
に
乗
り
出
し
た
。 

昭
和
37
年
、
進
修
同
窓
会
は
結
成
二
十
五
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
母
校
に
校
歌
の
碑
建
設

を
決
め
、
翌
38
年
10
月
、
本
館
前
庭
で
校
歌
碑

除
幕
の
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
後
、
同
窓
会
は
一
貫
し
て
母
校
の
教
育

活
動
の
支
援
を
続
け
て
き
て
お
り
、
同
窓
会
予

算
の
多
く
を
、
生
徒
の
部
活
動
補
助
な
ど
の
生

徒
奨
励
費
・
生
徒
活
動
補
助
費
に
割
い
て
い
る
。 

（
同
窓
会
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
毎
年
12
月
に
発
行

さ
れ
る
『
進
修
同
窓
会
会
報
』
を
参
照
さ
れ
た
い
） 

こ
の
よ
う
に
、
本
校
の
同
窓
会
は
単
な
る
親

睦
団
体
で
は
な
い
。
常
に
母
校
に
寄
り
添
っ
て

土
浦
一
高
と
共
に
輝
か
し
い
伝
統
を
担
い
続
け

る
あ
る
種
の
運
命
共
同
体
と
も
い
え
よ
う
。 

第１回同窓会総会出席者一同 

（昭和９年８月５日） 

同窓会報１・２・３号 

平成 22 年度 定時制卒業式 

於同窓会館（アリーナ） ３月 14 日 

卒業式後，学習館で同窓会入会式が行われた 

土浦中学校玄関前で 


